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会 長 挨 拶 
会長 瀬山 欣春 

 
 

 今年の冬は、何十年ぶりの大寒波が次々と日本列島を襲

っています。気象予報士の話では、大寒波の移動ルートが

極端に大きく蛇行していて、暖かい時期と寒い時期が交互

に極端になりなっているそうです。こんなに寒いのも地球

温暖化の影響であるとのことです。地球温暖化の対策を世

界規模で進めなければなりません。 

東京電力では、電力の需要ピークが、冬にも発生していま

す。今迄は夏場の冷房需要が最大でしたが、近年はで冬場

もエアコンの電力需要が増加しており、電力が逼迫して、

他社から電力の融通をお願いして、急場を凌いでいる。と

報じられました。 

皆様も、いろいろなエネルギーの削減と効率化を図ってい

く必要性を感じています。しかし具体的にはなかなか難し

いものです。省エネの気持ちだけは常日頃より持ち続けて

いきたいと思っています。 

 今はテレビでオリンピック一色ですが、銀と銅メダルは

次々と獲得できても、なかなか金には届きません.世界の

壁は厚いものだと実感致します。有望な選手たちが次々と

金メダルを狙って挑戦している姿は感動ものです。金に一

番近いと言われていた高梨沙羅選手や高木美帆選手、小平

奈緒選手、ハーフパイプの平野歩夢選手、みんなベストを

尽くして戦っている姿に涙が出ます。テレビにくぎ付けさ

れています。  

これから中盤に入っていきます。次々といろいろな競技が 

 

展開されていて追いついていけないところが有ります。 

これからも出てくる羽生結弦選手などまだまだこれから

です。期待を込めて応援してまいりましょう。 

 第４分区 B の槻岡ガバナー補佐は、2 月を会員増強月間

と位置づけて、会員増強委員会の開催を呼びかけています。

我々ももう一歩踏み込んだ取り組みの為、１９日にインフ

ォーマルミーティングを開催してもうひと押しを続けて

まいります。よろしくお願いいたします。 

 

 

― 会 務 報 告 ― 
会長 瀬山 欣春 

 

２． ９（金）第１６回ガバナースタッフ会議      

於・ジョイハウス 

   参加者 宮内 敦夫・小暮 雅𠀋𠀋・石川 長司 

浦野  隆・毛塚  宏・小池 敏郎 

後藤 英世・渋澤  勉・関口  昇 

瀬山 欣春・高木貞一郎・滝野瀬博志 

田部井剛史・中村 研司・原  初次 

本島 克幸・谷田川敏幸・山本  樹 

２．１０（土）第４回ガバナー諮問委員会       

於・前橋問屋センター会館 

   参加者 宮内 敦夫・小暮 雅𠀋𠀋・齊藤  要 

高木貞一郎 

２．１０（土）地区チーム研修セミナー      

 於・前橋問屋センター会館 

   参加者 宮内 敦夫・小暮 雅𠀋𠀋・石川 長司 

浦野  隆・小池 敏郎・後藤 英世 

齊藤  要・渋澤  勉・関井 宏一 

関口  昇・高木貞一郎・滝野瀬博志 

       田部井剛史・中村 研司・長柄  純 

松本 耕司・本島 克幸 

Ｈ３０． ２．１０（土）館邑会新年会           

於・東武トレジャーガーデン 

   参加者 瀬山 欣春 

 

 

R.I 加盟承認 １９５８年６月２日 
Club ID  １３９５６ 

2018 年２月１６日(金) 第２９３５回例会報告（Ｎｏ，２９） 

館林ロータリークラブ会報 

ロータリー２０１７～２０１８年度 

変化をもたらす 
第２８４０地区 ２０１７～２０１８年国際ロータリーのテーマ 
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― 幹 事 報 告 ― 
幹事 中村 研司 

１．例会場・例会時間の変更 

◆太田南ＲＣ        

３月１３日（火）→ ３月１０日（土）ＩＭ 

３月２０日（火）→ 夜間親睦家族例会 

点 鐘 １９：００ 

会 場 ナウリゾート 

３月２７日（火）→ 休 会 

 

２．会報、週報 

◆館林西ＲＣ → 会 報 

 

◆館林ミレニアムＲＣ → 会 報 

 

３．その他 

◆（公財）ロータリー米山記念奨学会  

→ 「ハイライトよねやま ２１５号」 

◆中之条ＲＣ  

→ 創立５０周年記念例会のご案内 

【日 時】４月２４日（火） 

１０：００～受付 

１１：００～記念例会 

１２：００～昼食（おきりこみ） 

１３：００～記念口演 三遊亭竜楽師匠 

１４：００～記念植樹 

【会 場】花の駅 美野原 

【メーク料】一人 ３，０００円 

 

― お 客 様 ― 

 
株式会社球屋北原煙火店   

代表取締役 北原 清様  

伊勢崎中央ロータリークラブ 

              北原由美子様 

 

◎出席委員会報告（例会出席報告） 

           委員長 飯塚 一成 

通算２９３５回例会 

会 員 数 ５２名 

出 席 者 数 ３７名 

欠 席 者 数 １７名 

出 席 率 ６７．３１％ 

前前回修正 71.15～88.46％ 

 

― 卓  話  の  時  間 ― 
   プログラム委員会 委員長 小島博夫 

 
株式会社球屋北原煙火店   

代表取締役 北原 清様 

 

「世界に打ち上げる日本の花火」 

伊勢崎から来ました。球屋北原煙火店の北原清です。 

仕事は、主に花火の打ち上げをしています。 

国内では、北は北海道、南は九州の長崎まで打ち

上げに行ったことがあります。この辺では、館林、

板倉、邑楽の花火大会でお世話になっています。 

海外での打上も 2000 年に中国の上海で国際音楽

花火フェスティバルに参加したのが海外で初の打

ち上げで、その後もバルセロナ、マカオの大会に出

場し優勝しました。外国の花火業者との交流も増え

最近では、韓国の業者よりオファーをいただきピョ

ンチャンオリンピック一年前のカウントダウンイ

ベントに参加し日本、韓国、中国の三カ国で花火を

打ち上げて日本の花火は、パーフェクトと喜んでい

ただきました。 

また、テレビ局からも問合せがあり「ジャパンプ

ライド」という番組で日本対イタリア花火対決のた

めイタリアへ行き現地で材料を調達し玉を作り対

決。イタリアの花火は、円筒形で低く打ち上げ大き

く見せるのに対し日本の花火は、球状で高く打ち上

げて大きく開くというところでイタリアの方たち

に喜んでもらえ日本が勝つ事ができました。同じ番

組でスペインに行った時は、スペインの業者は、地

元でやるので負けたら仕事が無くなると材料など

もなかなか使わせてもらえず廃棄処分するような

粗悪なものしか分けてもらえず、使えるように加工

するのが大変な作業でした。 

日本から完成品を輸出できれば簡単ですが火薬

類は、規制が厳しく輸出できる国もありますが時間

も労力も掛かります。ということでスペイン対決は、

負けてしまいました。次にテレビ局からの問合せが

あったのは、まだ花火を見たことの無い子供達に花

火を見せたいという「おたすけジャパン」という番

組で南アフリカのヨハネスブルクへ行き地元の花

火工場を借り花火を作る予定でしたが、そこには黒

色火薬がありませんでした。テレビ会社から火薬屋

や大学に火薬を探していると話をしてもらいまし
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た。数日がたち大学の先生が作った火薬があると連

絡を頂きその火薬をわけていただきましたが火力

が弱く花火には使えませんでした。結局ゼロからの

火薬づくりです。硝石を粉にして木を燃やし炭作り

といった状況でした。色の出る星は、35 年～40 年

前に作った物がありそれを一部使用し直径 100 ミ

リから300ミリの玉を 100発作りヨハネスブルクか

ら車で 12 時間かけて村に入りジャングルの子供た

ちに見せる花火を準備しているとその村に外国人

が来たのが初めてらしく珍しがられ子供たちが邪

魔をしにくるというか遊びに来るのでなかなか準

備がはかどりませんでした。そのうち子供たちが私

に蟻がいっぱい入っているペットボトルを持って

きて蟻を食べろと差し出してきて、困ってしまいま

した。どうやら蟻は、子供たちのおやつのようです。

なんとか準備も終わりいよいよ花火の打ち上げで

す。花火をはじめて見る村の子供も大人も目を丸く

して、ぴょんぴょん跳ねてよろこんでくれました。

こういう姿を見ると疲れもすっ飛びます。 

次にピラミッドダービーという番組でタイのバ

ンコクから車で 10 時間ほど移動した村で年に一度、

タライロケット祭りという祭りがありタイ国内の

保存会の人たちがコンテストに出場、そこでタイ№

1のチームと日本チームの対決です。花火を作った

ことがありますがタライ型のロケットは初めてで

す。黒色火薬を作り直径 100 ミリの鉄パイプに詰め

る作業です。空間があると火が入り爆発の危険があ

るので空間が開かない様に気をつけて詰めていく 

作業を深夜までかかり、やっとひとつのタライロケ

ットを仕上げいざ本番、3・2・1点火～日本のロケ

ットの方が長く飛び勝つことが出来ました。この仕

事は初めて怖いと思う現場でした。また、世界には

色々な花火があることを再認識しました。 

これからも機会があればいろいろな国に行き 

日本の花火を世界中に見せたいと思っています。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ニ コ ニ コ Ｂ Ｏ Ｘ 
委員 齋藤 要 

★伊勢崎中央ロータリークラブ 北原由美子様 

 伊勢崎中央ロータリークラブの北原由美子です。 

 本日は、よろしくお願いします。 

★瀬山欣春会長 大変いただきました。 

 ㈱球屋北原煙火店の代表取締役北原清様ご夫妻の来訪  

を歓迎いたします。卓話をよろしくお願いいたします。 

★中村研司幹事 

 北原様本日は卓話でお世話になります。 

 奥様メークご苦労さまです。 

★小島博夫会員 

 本日は北原花火の社長さまをお迎えしお話しをうかが

います。 

★斎藤 要会員 大変いただきました。 

 女房の誕生日に美しいお花を頂きました。 

 とても喜んでおりました。有難うございました。 

 

 


